
 

 
 

 

 

 

 ① 平和公園・碑めぐり 8月5日(水) 午後２時～4時                 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ② 広島城周辺 徒歩コース 8月６日(木) 午前９時～正午                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 宇品･比治山 自動車コース 8月６日(木) 午後１時～５時                

 
 

 

 
 
 

 ④ 原民喜の「夏の花」を歩く 8月5日(水) 午後１時～4時半             

 
   
 

 
 

 

 

 

  ⑤ 米軍岩国基地/錦帯橋 バスツアー 8月5日(水) 午後１時～5時半          

広島YWCAヒロシマの今から過去を見て回る会（ 〒742-0417 岩国市周東町下久原1329-1 戸村良人方）

 TEL･FAX ０８２７-８４-２５２９   Eメール simoiti1329@do.enjoy.ne.jp   http://ww3.enjoy.ne.jp/~simoiti1329 

●定 員／特にありません 

●集合場所／原爆ドーム前（電車通り側）

●参加費／300円（資料代） 

▼平和公園・中島地区は広島の古くからの繁華街、人々の暮らし、家常茶

飯、喜怒哀楽があった。少し掘れば灼けて砕けた人の骨が、破壊の跡を示す

遺物が出てくるという。そのことに心をとめつつ鎮魂の碑をめぐり、被爆の実相

をさぐりましょう。 

●定 員／50人 

●集合場所／原爆ドーム前（電車通り側）

●参加費／300円（資料代） 

▼軍都廣島はここから始まった。その歴史と被爆の跡を辿ります。 
<コース内容> 

原爆ドーム→明治天皇御用井→広島城の被爆樹ユーカリ等→中国軍管区地下通信

司令部跡→護国神社内→大本営跡→歩兵十一連隊門柱・碑→陸軍幼年学校門柱

→中国郵政公社（旧逓信病院階段・慰霊碑・「生ましめんかな」詩碑等 

●定 員／25人 

●集合場所／広島ＹＭＣＡ２号館ロビー 

●参加費／2500円（資料代＋車代） 

▼被爆の爪痕と軍都廣島の遺跡を探ねます。見るべきものぎっしり。 
<コース内容> 

広島YMCA→比治山・多聞院鐘楼・郵便局殉難者の碑→陸軍墓地・放射線影響研

究所→旧陸軍被服廠跡→旧軍港宇品港→宇品駅跡→千田廟公園→日清戦争凱

旋碑→広島電鉄・被爆電車等→土橋町・淨国寺 

申
込
み 

みどりうるわしい広島平和公園、 

今もここには死と炎の記憶が埋っている。 

賑いたつ街並みのあちこちに被爆の疵が刻まれ、

旧き軍国日本の影がさす。それが広島なのです。

●定 員／特にありません 

●集合場所／世界平和記念聖堂 

（幟町カトリック教会） 

●参加費／５００円（学生半額） 

別途電車代１００円 

▼原民喜は幟町の生家で被爆、京橋川畔で野宿、さらにもう一夜を東照宮境

内で過ごして、そこで被爆の惨状を認め始め「生キノビテコノ有様ヲツタヘヨト

天ノ命ナランカ」と記す。「夏の花」の現場を歩きます。 
<コース内容> 

世界平和記念聖堂→原民喜生家・被爆場所→京橋川土手被爆柳 栄橋→縮景園

→常盤橋→東照宮 

●定 員／26人 

●集合場所／広島駅（新幹線口） 

●参加費／2000円（資料代＋バス代） 

▼対テロ戦争なる万年戦争への特に日本の動員、米軍再編・再構築計画が

市民を踏みつけに強行されようとしている。岩国ではフツーの市民が「待った」

をかけ続けている。原子力空母も来るだろう基地の現状をごらん下さい。 
 <コース内容> 

  広島駅→錦帯橋→基地沖合拡張現場→岩国基地正門→市民交流プラザ 

●案内／原時彦さん（原民喜の甥）、片山典子さん（広島花幻忌の会）、竹原陽子（広島花幻忌の会） 

●案内／ 田村順玄さん（岩国市議）、新田秀樹（ピースリンク広島世話人、責任者） 

●案内／広島YWCAヒロシマの今から過去を見て回る会 




